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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・疾患別診療計画書(1月分)、評価入力(2/1付け分)未完成の方は急ぎでお願いします
・新規利用開始後の評価/目標設定の仕組み、指示箋更新、下駄箱の管理等を整理していく。

・新年度に伴い、利用者様担当を変更しています。各自利用者様へ挨拶を済ませて下さい。また、長期間欠席している利用者様に対して、状況確認を行ってください。

・6/1（水）斎藤SGMと細海栄養士の勤務が変更となる為、当日のスタッフ配置を
気を付ける様に。
・第1回院内研修「診療報酬からみる現場の医療サービスの在り方」講師：小川AOM
　レポート提出5/20～5/31まで
・6月から毎週月曜日のカンファレンスにて、13：00から青明舎・青風荘との情報交換・検討会を再開します。場所は青陽館2階ミーティングルームです。30分間の予定としますので、今まで通り前週金曜日に情報収集したものを使用して実施していきます。

＜利用者様情報＞
デイケア
・上村　昭仁様　～日赤病院通院中　48歳　統合失調症　男性　連絡先：070-7611-7914

本日見学実施している。やや緊張した様子で来所されるが、スタッフが施設説明を行うと表情が和らぎ、活発に発言が聞かれるようになる。

青陽館の利用目的について以下二点

①日中活動の場

現在社会資源の利用は無く日中は自宅で本を読んだり、テレビを見て過ごす時間が多く、時々自転車で外出したり自宅周辺の草取りなどを行っているとの事。その事もあり、主治医に日中活動の場として青陽館を勧められたと聞かれている。本人様としても体力面での衰えを自覚しており、定期利用にて体力を付けて行きたいと聞かれている。

②対人交流の場

日赤病院のデイケアが閉所となる2年前までは週に2回デイケアを利用していたとの事だが閉所後は主に同居の家族(両親と本人の3人暮らし)とのみの関わりとなり、人に会えない寂しさから、散財した事があったと聞かれている。その事もあり、対人交流を定期的に行なう事で自身の寂しさも緩和され、金銭管理も問題なく行う事が出来ると考えているとの事。

体験利用について

体験利用の希望が聞かれており、時間帯としては午前のショートから参加していきたいとの事。特に運動が盛んな曜日に参加したいとの事で、午前にエアロビがある月・金を提案している。本人も了承され、１回目の体験利用を5月29日(月)に行う事としている。当日は9：00までに単独で来所するとの事で、欠席する場合は電話連絡を頂く事としている。
・川口　八寿子様～約2か月ぶりに来所。適度な他者交流みられ、気分変動はみられない。多飲水と頻尿訴え、主治医より「泌尿器受診を勧められた。どうしたら良いか」と相談している。また、軽度動いたに息切れあり、診察時に相談してみるよう本人へ伝えている。体重や油と糖を減らすよう前回受診時に言われたことを話している。

ショートケア
・特記する利用者様はおりません。

デイナイトケア

・吉田　富秋様　～青風荘からの情報提供では昨夜21：00頃に便失禁があり、23：00にもトイレに行きたいが起き上がれないこともあり、その後も何度かリハパンに便が付いているのが確認されているとのこと。便意を感じず無意識に出てしまうと話しているようである。本日、来所後は体調不良の訴えは無く、体調については「まあ大丈夫だ」とプログラムの合間には廊下を前傾姿勢ながらもウォーキングして過ごしている。便意については有ると聞かれており、昼食前に排便したとの事で、その際にリハパンに便は付着していなかったと聞かれている。スタッフが確認しようとするも大丈夫との事で断っている。便臭についても確認されていない。
